
 

 

 

 

地 域 交 通 課  

 

港区バリアフリー基本構想における重点整備地区の変更について 

 

１ 経緯 

区は、高齢者、障害者等、誰もが安全・安心して快適に移動できるバリアフリー空間の

計画的な整備を進めるために、令和３年３月に港区バリアフリー基本構想を策定し、区

民や事業者、施設管理者等と連携、協働を図りながら、駅や公共施設、医療施設等とそ

の移動経路となる道路のバリアフリー化の推進に取り組んでいます。 

港区バリアフリー基本構想では７つの重点整備地区を定め、バリアフリー化を推進し

ていますが、渋谷区との区境で白金高輪駅周辺重点整備地区に接する天現寺橋交差

点には、昭和 45 年(51 年経過)に設置された横断歩道橋があり、バリアフリー化（エレ

ベーターの設置、通路の拡幅など）がなされていません。このため、高齢者や障害者等

の区民から平成 14 年、18 年、22 年、令和２年に、横断歩道やエレベーター設置の要

望書が提出されています。 

また、浜松町駅周辺重点整備地区内には、ダイバーシティ体験施設「ダイアログミュー

ジアム 対話の森」が新設され、多数の視覚障害者が通勤しており、音響式信号機等の

整備が必要です。 

 

２ 目的 

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）」に基づ

き、重点的な対策が必要な２箇所を港区バリアフリー基本構想の重点整備地区（別紙１

参照）及び生活関連施設、生活関連経路に設定します。これにより、道路管理者及び交

通管理者が、優先的にバリアフリーの整備計画を立案しやすい環境を整え、バリアフリ

ー化の早期実現を図ります。 

 

３ 関係機関との合意形成（白金高輪駅周辺重点整備地区） 

   令和３年６月 14 日 渋谷区長へ重点整備地区の区域拡大について協力依頼 

   令和３年６月 21 日 渋谷区から協力依頼についての回答 

   令和３年６月 29 日 港区バリアフリー基本構想推進協議会開催（審議了承） 

 

４ 重点整備地区の変更 

白金高輪駅周辺重点整備地区について、別紙２のとおり、渋谷区を含む範囲に拡大

し、都立広尾病院及び都営広尾五丁目アパートを生活関連施設に、外苑西通りを生活

関連経路に設定します。 

また、浜松町駅周辺重点整備地区について、別紙３のとおり、「ダイアログミュージアム 

対話の森」を生活関連施設に、浜松町駅から同施設までの経路を生活関連経路に設定

します。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

令和３年７月 15 日 更新版港区バリアフリー基本構想を港区ホームページに公表 

令和３年７月１３日  資料№１ 
交通・環境等対策特別委員会 



 

 

港区バリアフリー基本構想における重点整備地区の一覧 

 出典：国土地理院ウェブサイト（地理院タイル(標準地図）を加工して作成（令和２（2020）年８月末時点）） 
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渋谷区行政区域内 

重点整備地区の拡大 

生活関連施設・経路の追加 

白金高輪駅周辺重点整備地区の区域拡大 
別紙２ 



 

生活関連施設 

生活関連経路 の追加 

浜松町駅周辺重点整備地区の生活関連施設・経路の追加 別紙３ 


